
別紙２

返戻ファイルの年月の記録について、以下のとおり、通常とは異なる仕様となります。

以下は、令和6年2月に接続試験を実施した場合の返戻ファイルの記録例です。

なお、「システム診療年月」は接続試験を実施した年月の前月を示します。

【通常仕様】

HH（請求年月）：202402（システム診療年月＋1）

RE（指定訪問看護年月）：202406（試験データの指定訪問看護年月）

HR（処理年月 ※返戻処理を行った年月）：202402（システム診療年月＋1）

【変更仕様】

HH（請求年月）：202407（試験データの指定訪問看護年月＋1）

RE（指定訪問看護年月）：202406（試験データの指定訪問看護年月）

HR（処理年月 ※返戻処理を行った年月）：202407（試験データの指定訪問看護年月＋1）


